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地方霊場の立地環境と展開に つ い て

田上 善夫

Cir c u m st a n c e s of L o c al S a c r ed P l a c e s a n d t h eir D e v el o p m e n t i n J a p a n

Y o s hi o T A G A M I

E- m ai l : ta g a m l @ ed l i . t O y a m a-u . a C .jP

A b st r 礼 ct

T h e r e a r e m a n y s a c r e d pl a c e s i n J a p a n a n d p il g ri m a g e p e o p le a r e v i siti n g th e r e . I n t his p a p e r , th e p r e s e n t

c o n diti o n s of s o m e o f t h e s e s a c r e d pl a c e s a r e s u Ⅳ e y ed , a n d t h ei r e n v i r o n m e n t i n t h e w h ol e c o u n t r y a n d c h a n g e s th r o u g h

t h e hi s t o ri c al ti m e s a r e a n aly z e d ･ A l s o
,
th e in fl u e n c e of f olkl o r e a n d r eli gi o n o n t h e m i s e s ti m a t e d . T h e r e s u lt s a r e : 1) i n

t h e s m all - s c a l e s a c r e d pl a c e s , s t o n e s t a t u e s a r e u s u ally d eifi ed o n t h e o p e n ai r o r i n a s m all st o n e h o u s e . A f o r m lik e a li n e

o r a ci r cl e c a n b e s e e n o n t h e n et w o r k o f th o s e s t a t u e s . 2) I n th e m id dl e- s c ale o n e s , th e r e a r e g r o u p s of a r e a s f o r a s c eti c s

t r ai n i n g s u c h a s w a t e rf all s ･ 3) I n t h e l a r g e - s c al e o n e s , t h e n et w o r k i s c o n st r u ct e d w it h m a n y u n iq u e a n d n o t e d t e m pl e s .

4 ) E a c h s a c r e d p oi n t i s o ft e n a t t h e t o p o r th e b o tt o m o f th e sl o p e a r o u n d t h e m o u n t a i n o u s d i st rict s . A n d it o ft e n a dj oi n s a

s h ri n e ･ 5) T h e p ilg ri m a g e w a y o f a G o d d e s s of M e r c y s a c r e d pl a c e h a s t h e f o r m o f a c i r cl e 】 a n d p e o pl e w alk w it h t h e i r f a c e s

t u r n i n g t o th e ci r c u m f e r e n c e ･ T h e pilg ri m a g e w a y of a G r e a t P rie s t s a c r e d p l a c e al s o h a s t h e f o r m o f a ci r cl e , b u t p e o p l e

w al k w it h t h ei r f a c e s t u r n i n g t o th e c e n t e r ･ O n t h e o t h e r h a n d
,
s a c r e d p l a c e s al o n g t h e r o a d h a v e t h e f o r m of a s t r a ig h t

lin e ･ 6) T h e r e a r e m a n y G o d d e s s o f M e r c y s a c r e d p l a c e s i n T o h o k u Di s t ri ct , w hil e t h e r e a r e m a n y G r e a t P ri e s t s a c r e d

p l a c e s i n w e s t e r n J a p a n ･ T o h o k u Dis t ri c t h a s m a n y b a si n s w h e r e a r e s u it a bl e f o r t h e f o r m o f th e G o d d e s s of M e r c y s a c r e d

p l a c e , w hil e s o u th w e s t e r n J a p a n h a s m a n y isl a n d s w hi c h a r e s u it a ble f o r th e f o r m of t h e G r e a t P ri e s t s a c r e d p l a c e . 7)

G o d d e s s of M e r cy s a c r e d pl a c e s w e r e e s t a blis h e d m ai n l y o n t h e M id dl e A g e s ; G r e a t P rie s t s a c r e d p l a c e s , o n t h e P r e- M o d e r n

A g e s; a n d o t h e r d eiti e s
'

s a c r e d pl a c e s , o n r e c e n t d a y s ･ T h o s e s a c r e d p l a c e s h a v e b e c o m e m o r e v a ri e d a n d l a r g e r . 8) O n c e ,

g o d s w e r e d eifi e d at , o r i n v it ed t o , t h e s a c r e d p oi n t ･ A ft eI W a r d s
,
o t h e r d eiti e s w e r e i n s t all e d a s a st o n e st a t u e at t h e s a m e

p o i n t ･ T h e s e s a c r e d p oi n t s c h a n g e d t h ei r c h a r a ct e r s a n d c a m e t o a s s u m e a B u d d hi s ti c o n e ･ 9) T h e G o d d e s s of M e r c y a n d

ot h e r d eiti e s w e r e u s u ally d eifi e d in th e t e m pl e s of th e S hi n g o n s e ct ･ T h e y w e r e n o t d e n i e d b y t h e Z e n s e c t a n d w e r e

a c c e p t e d w h e n a Z e n t e m pl e w a s c o n s t r u c t ed ･ A s a r e s u lt , t h e r e a r e m a n y S hi n g o n a n d Z e n t e m p le s i n t h e s a c r e d p l a c e s .

1 0) T o d a y , p ilg ri m a g e s e a s o n i s n o t li m it e d t o s p ri n g o r a u t u m n ; p e o p l e vi sit s a c r e d pl a c e s th r o u g h o u t t h e y e a r . B e hi n d

t hi s m a y b e a d e c r e a s e i n a n a g rl C u lt u r al p o p u l atio n .

キ ー

ワ
ー ド : 霊 場, 観音, 大師, 日本

K e y w o r d s : s a c r e d pl a c e , g o d d e s s o f m e r c y , g r e a t p ri e s t , J a p a n

Ⅰ は じめに

近畿地方 で は西国巡礼, 四 国地方 で は四国遍路な ど, 全 国

にさまざまな霊地を巡る風習がある｡ 本論では神仏 の ま つ ら

れた霊地が結ばれたも のを ｢ 霊場｣ と し, 霊場にある札所を

巡拝する ことを ｢ 巡 礼｣ とする ｡ 類似の習俗は, 地域 や文化

の 違 い を超えて普遍的にみられる｡

霊場に ゆかりある諸尊の名を冠す る寺院は多数ある｡ ｢ 観

音｣ 寺 は全国に , ｢ 薬師｣ 寺 は中央 の 近畿からやや遠 い 地 に ,

｢ 不動｣ 寺や ｢ 地蔵｣ 寺 は, お よそ中国
･

四 国以外 の地 に分

布が多い ｡ しか し霊場に 限 っ て そ こ に ま つ られる本尊からみ

ると, 観音 は全国に
, 薬師は中央 の 近畿に, 不 動 は中央 か ら

離れた周辺地域 に
, 地蔵は特定 の地域 に集中する (田上善夫,
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2 0 0 3) ｡ こ の よ うに, お よそ諸尊名の寺院分布は全国的で ある

の に対して , 霊場本尊の分布は地域的に偏り, 両者の 分布は

同じで はな い ｡ す なわち, こ の 分 布 の相異は, 個 々 の 霊 地と

い うポイ ン トと
,
霊場と い うそ のネ ッ ト ワ ー ク の 間 の 差 に起

因すると考えられる｡

霊 場 の典型 の
一

つ 西 国霊場などで は
, 本尊と して 観音がま

つ られ る｡ 同 じく霊場の典型 の
一

つ で あ る四国霊場などで は

阿弥陀をはじめ
, 観音, 薬師, 不 動, 地蔵などがま つ られる｡

また観音霊場 で は, 札所寺院は禅系が主 で真言系が次ぐ｡ 大

師霊場で は, 真言系が主 であるが禅系や浄土系寺院も多 い ( 田

上善夫, 2 0 0 3) ｡ す なわち西国霊場で は, 宗 派 はさまざまで あ

るが観音が組られ て い る こ とが基本的に必要であり
,

一

方 四

国霊場で は本尊はさまざまで あるが , 真 言 系寺院 で ある こと



が基本的 に必要で ある｡ 観 音 や不動は, も ともと滝や岩窟な

どに租 られる ことが多く , そ こ は修行の 場で もあり, 現 世 に

お い て身近な存在 で もある｡ そ の よ うな場は各地 に広く存在

して も, 霊場 と い うネ ッ トワ
ー ク になるときに , 上 記 の よう

なさまざまな組持と して の要因がかかわ っ て くる｡

と こ ろで
,
こ れ ら の 霊地か ら霊場と い うネ ッ トワ

ー

ク が 全

国各地 に生まれた のはおよそ中世以降 である｡ 各地 に 西国霊

場 の ような観音霊場が開創され , 四国霊場 の ような弘法大師
二 ｣
く り

霊場 も開創された｡ と りわけ近世 には, 小 豆島, 知多, 篠栗

などの ような写 し霊場が全国各地 に開創された ｡ さ らに 現代

に お い て も全国各地にさまざまな霊場が開創され て い る｡ お

そ らく霊地 の数は時代 に よる変化は小さ い が, 霊場 は時代 に

より大きく変化して い る｡

こ の よ うに 霊場が開創される ことは, 単
一

地 点 で の参拝か

ら, 複数地点で の巡拝と い う, よ り広域で の能動的な行動 -

の 変化 で ある ｡ そ れ に は経済的 ･ 社会的な影響がある ことは

無論であるが , 背景 に 人 々 の自然や神仏 - の 観念 の変化があ

る ことを示 して い る ｡ 本 論 で は霊場の開創が意味するも の の

解 明を目的とするが ,
霊 場 に は千差万別 の もの があるため,

まず現地調査から現在 の霊場の 実態を把握し, 次に 全国の霊

場に つ い て 形態や立地 の 要因を分析 し, さ らに 開創と展開 に

つ い て 時 代的背意 より検討を行うo

Ⅱ 霊場の概観とその分析方法

1) 現在 の主要霊場

全国 に はさまざまな蓋場があ

るが, 塚 田芳雄 に よれば新西国

霊場は533 , 新 四国霊場は35 7 あ

ると い う (豊 島和子, 1 9 9 5) ｡ ま

た地方により霊場に違 いがあり,

三 十 三 ケ所霊場は近畿より東が

8 3 に 対し西は39 しかなく, 八 十

八 ケ所霊場は関東に多 いが束北

で は少な い (表 1 ) 0

全 国霊場巡拝事典 (大法輪閣

編, 1 9 9 7) や日本巡礼ガイドブ ッ

ク (大路直哉 ,
2 0 0 1) に収 録さ

表 1 霊場 の 地域性

三十三 ヶ 所 八 十八 ヶ 所

霊場 霊場

東北 1 7 1

関東 3 3 1 5

中部 3 3 9

近畿 2 4 2

中 国 1 3 7

L四 国 7 4

九州 1 9 6

計 1 4 6 4 4

新城 常_
i

_
(1 9 8 1) よ り貨計

れ て い る霊場をまとめると, 坐

国 に は観音霊場77 , 大 師霊場37 , 不 動霊場1 2 , 薬師霊場12 ,

地蔵霊場8 , 十 三 仏 霊場1 0 な ど1 56 の 主要霊場がある｡ これ ら

の 霊場 に属する寺院は, 延 べ6 , 8 9 1 で ある (表 2 ) 0

2) 霊場 の 分析

各種 の 霊場も霊地と し て の 寺院と, それ らを札所として巡

礼する こと により成り立ち, これ ら の 事例 を第 Ⅲ章 で明らか

に する｡ 霊場 に は規模 の 大小 , ある い は巡拝路 の 長短 に , さ

ま ざまなも の がある ｡ こ う した規模の違 い は, 霊場の性格 ,

巡 礼 の 形 態, 開創 の 由来等 々 に も つ ながると考えられ る｡ 徒

歩で の 巡拝 に要す る時間か ら, 日帰 り で 済む小規模霊場 , 宿

泊 を必要とする中規模霊場, 長 期休暇な い しは休職を要する
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大 規模霊場, な ど の 規模 に 分けてみる ことが できる｡ これ ら

の 時間は巡礼 に赴く準備や目的が異なると考えられるために ,

各 規模 の 若干 の事例か ら現在 の 霊場 の 実態を明らか にする｡

な お寺院の境内な どに箱庭 の ように , 三 十 三 な い し八十八 の

石仏が ま つ られるが, それ ぞれが連続的 であるため, 霊場 の

対象 に含めな い こ と に する｡ ま た 中世より代表的な霊場の L] l

か ら坂東と秩父, 近世 以降 に盛ん に な っ た霊場の中か ら篠栗

と知多を, 事例と して含めた｡

次 に全国百数十 ケ 所 の 霊場を分析する ことに より, 統計的

にみた霊場 の 特色を, 第Ⅳ章で 明らか にする｡ まず霊場を構

成するポイ ン トと して の 霊地
･ 札所 の 立地環境に つ い て , と

く に そ の 地形 を傾斜と斜面上の 位置 に つ い て 分析する｡ 霊場

は こ れら の 霊地がネ ッ トワ
ー

ク 化され たも の で あり, 巡 礼絡

の 空間的形態 には, そ の潜在的な性格が反映され て い る｡ ま

た こ れらの 霊場は特定 の地域内にお い て も複合的 に存在 して

おり, こう した全国分布には, 霊場間 の相互関係が示される｡

最後 に それら の 時間的な変動, と くに 霊場 の 種類と開創の J
/

i三

代 な どに つ い て 分析する｡

とく に 地域内に霊場が複合的に 存在するようす には, 国内

で も地方ごと に差異があり, 時代 的 に も顕著 に変化がみ られ

る｡ 霊 場 とそ の 巡礼 には, ま つ られ るも の や巡拝 のありか た

などに , 民 間信仰ある い は習俗として の性格が含まれて い る｡

その た め霊場は多様な性格をもち仏教そ のも のとはやや異な

るが, 霊場を構成するも のは基本的 に寺院で あり, そ の 開創

や展開は, 当時 の 仏教 の ありかたと深くかか わ っ て い る｡ そ

の た め第Ⅴ章で は, 霊場と仏教の かかわりに つ い て , 仏教の

時代的変遷 にもとづ い て 検討を行う ｡

Ⅲ 霊場の規模別分類とそれぞれ の特色

1) 小規模な観音 ･ 大師霊場

倶利伽羅峠三 十三観音

旧北陸道 の倶利伽羅峠をはさん で , 石 川県河北郡津幡剛竹

橋から, 富 山県小矢部市石坂 の間 に , 倶 利 伽羅峠三十 三観音

がある (図1 ) ｡ 倶利 伽羅峠三十 三観音は, 倶利 伽羅長楽寺 の

秀雅上人 により, 慶長年間に設置されたと伝えられる ｡ ただ

し残された石像が寄進された の は, 嘉永年間 (1 8 4 8-1 8 5 3) で

ある｡ 現在第1 番 は津幡町倉見の 専修庵 にあり, 第33 番 は小矢
フ

部市埴 生の 医王院にある (図 2 ) ｡ 医 王院は南西から北東に伸

びる小丘陵の 突端部付近 の若宮古墳と い う 6 世紀初頭に作ら

れた全長5 0 m の 前 方 後円墳 の 前 に 建 つ ｡ 浄 土宗に改宗され以

前は真言宗 で , 薬師如来を本尊とする ほか に僧形八幡, 阿弥

陀如来, 闇魔 大 王 , 1 1 体 の 観音, 地 蔵な どをま つ る ｡

観音 像は現在も33 体残 されて い る ことが確認され て い る ( 久

世嘉太郎, 1 9 9 8) ｡ 現 在 の 位 置は特定箇所 に集中 して おり, 脂

番 と して もやや不自然 で ある｡ これ がそ の後 の 大きな移動 に

よるもの で あり, 本 来 は旧北陸道 に沿 っ て 置 か れ て い た の な

らば, 庄川 町
一 砺 波市の 中筋往来や福光町

一 金 沢市 の 殿様道

に沿 っ た 三 十 三 観音と同様 に , 街 道沿 い に ま つ られた霊場と

い う こ と に なる｡



地方霊場 の 立地環境と展開に つ い て

表2 主要霊場 一 隻

争西 国( 観音) 霊 場, 四国( 八 十八ヶ 所) 霊場 , ◎不動霊 場, 毒害薬師霊 場 ,

-

｡ 地蔵霊場
,
○十三 仏霊場

墓 悪 書
寺
院
総
数

総
延
長
k

最
多
本
尊

最
多
宗
派

開
創
年
代

北海道 ⑳ 北海道二十三観音霊 場

北海道 ◎ 北侮道三十六不 動尊霊場

東北 ◎ 奥州三十三観音墓場

東北 ⑳ 津軽三十三観音霊場

東北 ◎ 秋LU 二十三観音霊場

東北 ⑳ 最上 三十三観音墓 場

東北 ⑳ 置賜三十三観音霊 場

東北 ◎ 庄内三十三観音霊 場

東北 ゆ 会庸三十三観音霊場

東北 ◎ 会磨こ ろり三 観音霊場

東北 ⑳ 信連三十三観音霊場

東北 ⑳ 東北三十六不 動尊霊場

東北 ◎ 会席五 色不動尊電場

東北 山形百八 地蔵尊霊場

東北 ○ 山形十三 仏書場

関東 ⑳ 坂東三 十三観音霊場

関東 ⑳ 秩父三 十四観音霊場

関東 ◎ 那 須三 十三 観音電場

関東 静 下野三 十三 観音電場

関東 ⑳ 高崎観音六 観音霊場

関東 ⑳ 狭山三 十三 観音霊場

関東 ◎ 児∃二三 十三 霊場

関東 ◎ 行徳三 十三 観音霊場

関東 ⑳ 安房三 十四 観音霊場

関東 ⑳ 新上 総国二 十三 観音霊場

3 3 2 1 15 近代 真言 観音

3 6 16 6 8 現代 真言 /

:∃3 8 2 5 中世 雑 観音

3 3 3 2 3 近世 他 観音

3 3 8 3 4 中世 禅 /

34 2 3 0 中世 天 台 観音

33 4 4 6 / 真言 観音

35 3 8 7 / 禅 観音

34 I 18 近世 手早 観音

3 2 6 / / 観音

33 11 0 近世 禅 観音

36 12 2 5 現代 真言 /

5 104 現代 真言 /

10 8 4 5 7 現代 / /

13 3 72 現代 裡 阿弥陀

3 3 8 9 9 中世 真言 観音

3 4 62 中世 禅 観音

3 3 1 60 近世

3 3 22 2 /

6 0 /

3 3 2 6 /

3 3 7 0 現代

3 4 3 1 /

真言 観音

真言 観竜

真言 観音

/ 観音

真言 阿弥陀

浄土 観音

3 4 1 62 中世 真言 観音

3 3 25 9 / 真言 観音

関東 ⑳ 昭和新撰/L 戸三 十三 観音電場 3 4 q l 現代 浄土 観音

関東 ⑳ 武蔵野 三十三観音霊場 3 4 8 8 近代 真言 観音

関東 車 鎌倉三十三 観音穿場 3 3 19 近代 浄土 観音

関東 ⑳ 旧小机領三 十三 所観音電場 3 3 8 3 / 真言 観音

関東 ⑳ 津久 井観音霊場

関東 ⑳ 三浦三十三観音霊場

関東 ⑳ 新上 州三 十三観音

関東 相馬 霊場八 十八 ヶ 所

関東 関東八十八 ヶ 所霊場

関東 埼東八十八 ヶ 所霊場

関東 印西 大師講

関東 御府=内八 十八 ヶ 所霊 場

関東 多f肇八十八 ヶ 所霊場

関東 奥多摩新四国八十八 ヶ 所霊場

関東 王川 八十八 ヶ 所電場

関東 ◎ 北関東三 十六 不動尊電場

関東 ◎ 関東三十六不 動尊霊場

関東 ◎ ~h 色 ( 東都五 限) 不動尊
関東 ◎ 武相不動尊霊場

関東 宅: 武相寅歳薬師如来霊場

関東 ;; 武南十二 薬帥宝 場

関東 J二戸六 地蔵

関東 鎌倉二 十四地蔵墓場

関東 ○ 秩父十三仏電場

関東 ○ 鎌倉十三仏霊場

北陸 ◎ 北陸三 十三 観音寺場

北陸 ◎ 越後三十三観音霊場

北陸 ⑳ 佐渡西 国三 十三 観音霊場

北陸 ◎ 能登 国三 十三観音墓 場

北陸 ◎ 名狭三十三観音霊 場

北陸 弘店大師越後廿- ケ所霊 場
北陸 佐渡新四国八 十八 ヶ所霊場

北陸 ◎ 北陸不動尊電 場

東海 ◎ 信虞二十三観音霊場

東海 ⑳ 甲斐国三 十三 観音霊場

東侮 ⑳ 恵那 二十三観音霊場

東癌 ⑳ 美膿三十三観音寺場

東海 * 飛騨三十三観名宝場

東海 ⑳ 益田三 十三観音霊 場

東i毎 ◎ 伊豆横道三 十三観音霊 場

東海 * 遠州三 十三 観音霊場

東海 ⑳ 駿河三 十三 観音霊場

東海 ⑳ 遠江三 十三 観音霊場

東海 ○ 尾張三 十三 観音霊場

東海 ⑳ 三河 三 十三 観音霊場

東虚 ⑳ 南知多三十三観音妻場

磨

東

東

泉

東

夷

東

侮

南

海

南

海

病

癖

◎ 伊勢西 国三 十三 観音霊場

⑳ 東庖=白寿三 十三 観音墓場

43 12 2 近世 短 観昔

3 3 6 8 / 禅 観音

34 3 0 8 現代 貴言 /

89 16 2 / / /

88 2 4 13 現代 頁言 阿弥陀

88 10 5 近世 / 不動

89 5 40 / / /

90 6 7 9 近世 真言 阿弥陀

8 7 2 2 6 近世 真言 不 動

9 1 8 2 5 近世 真言 阿弥陀

8 8 1 9 7 近代 真言 阿弥陀

3 6 5 86 現代 真言 /

3 6 6 22 現代 真言 /

b 3 7 / 天台 /

2 8 1 84 現代 真言 /

2 5 52 近世 禅 /

12 20 近世 貢言 /

b 37 :丘世 / /

2 4 4 5 / 禅 /

13 1 15 / 神 阿弥陀

13 17 現代 禅 阿弥陀

3 4 5 1 q 現代 真言 観音

3 3 44 6 中世 真言 観音

3 7 2 18 現代 / 観音

3 4 18 2 近世 / 観音

3 4 13 8 現代 禅 観音

2 1 1 g7 近代 真言 阿弥陀

9 0 3 5 9 近世 真言 阿弥陀

38 6 4 1 現代 真言 /

35 9 5 7 近世 禅 観音

33 3 8 4 中世 神 観音

36 13 7 近世 禅 観音

3 4 2 08 近世 禅 観音

1 3 2 24 / 禅 観音

3 3 99 / / /

33 92 中世 禅 観音

3 3

3 4

3 3

3 3

0 1 現代 禅 観音

2 2 / # & %

1 1 / 禅 /

2 7 近世- 禅 観音

3 7 8 1 現代 f争二L /

3 7 4 2 近代 禅 観音

甲斐百 八ヶ 所電 場 1 0 q

諏訪八十八番霊場 89

美億新四EE] 八十 八ヶ 所霊 場 88

伊豆 八十八 ヶ 所霊 場 88

知多新四国八 十八ヶ 所霊 場 98

3 2 中世

63 現代

王8 近世

6 8 /

0 4 〕丘世

7 7 〕丘代

39 近世

真言 観音

禅 阿弥陀

禅 阿弥陀

/ /

禅 観音

禅 阿 弥陀

禅 阿 弥陀

位~ 種
置 類

総
延

長
k

東海 三河 新四国霊場

東腐 :
{

三重四 国八 十八 ヶ 所霊場

東侮 ○ 東海三十六 不動尊電場

東海 ◎ 三河 三 不動霊場

東海 頭 遠/L 隣十九 薬師憲場

東海 ≡藁暑 中部四十九薬師霊場

東侮 も喜 東海四十九薬師霊場

近畿 ◎ 西 国三十三観音霊場

近畿 ⑳ 新西 国三 十三 観音霊場

近鼓 ◎ 近江 三十三観音霊場

近畿 ⑳ 綾部三十三観音墓場

近畿 ⑳ 洛西三 十三観音霊場

近畿 ⑳ 丹波国三 十三 観音霊場

近畿 ⑳ 天 田郡三 十三 観音篭場

近畿 ◎ 河内西 国三十三観音霊場

近畿 ⑳ 大阪三 十三観音霊場

近畿 ⑳ 明石 西 国三十三観音宝 壕

近畿 ◎ 淡路西 国三 十三観音霊場

近畿 ○ 和歌山西国三 十三観音霊場

近畿 ○ 播磨西国二 十三観音

近畿 摂庫国八十人 ヶ 所墓場

近畿 大和新四国八十八 ヶ 所霊場

近畿 淡路四 国八 十八 ヶ 所霊 場

近畿 伊賀四 国八 十八ヶ 所

近畿
､

◎ 近畿三十六 不動尊電場

近畿 璽 西国薬師霊場

近畿 醸 播州薬師霊場

近畿 ･

芸芸 顔路四十九薬師霊場

近畿 京都六地蔵めくり

近畿 何泉二 十四地蔵霊場

近畿 神戸 六地蔵霊場

近畿 但馬 六十六地蔵霊場

近畿 ○ 京都十三 仏霊場

一厘畿 ○ お おさか 十三 仏霊場

近畿 ○ 淡路島十三仏電場

近畿 ○ 大和十三 仏霊場

近畿 ○ 紀伊国十三仏霊場

中国 ◎ 中国観音霊場

中国 ◎ 顔戸内三 十三 観音霊場

中国 ◎ 伯者三 十三観音霊場

中国 ⑳ 因幡二十三観音霊 場

中国 ⑳ 松江三 十三観音電場

中国 ⑳ 出雲二 十三観音電 場

中国 魯 石 見隻茶羅観音寄場

中国 ◎ 長門三 十三 観音霊場

中国 ⑳ 周防三 十三 観言霊 場

中国 ･ 高野山真言宗美作八十八 ヶ 所葛湯

中国 広 島新開国八十八 ヶ 所霊場

中国 児島四 国八 十八 ヶ 所霊 場

中国 神 島八 十八 ヶ 所霊場

中国 因島八十八 ヶ 所霊場

中国 周防大島八 十八ヶ 所墓場

中国 東 園幡薬師霊場

中国 軍 出雲十大薬師霊場

中国 ･

夢 中国四十九薬師

中国 松/⊥ 六地蔵

中国 O uj 雲国十三仏霊場

匹l国 ⑳ 阿皮西国二十三観音急場

LJt]国 ⑳ 讃岐三十三観音霊場

四国 ◎ 伊予道前道後十観音霊場

四国 四国八 十八 ヶ 所霊場

四 国 四 国別格二十書場

四 国 新四国隻茶羅霊場

四 国 - に い は ま新四 国八 十八 ヶ所霊 場

四 国 小 豆島八十八 ヶ 所霊場

四 国 伊予大島八 十八 ヶ 所霊場

四 国 ⑳ 四 国三 十六 不動霊 場

四 国 三≡キ 伊予 十二 薬師霊 場

LJB 国 ○ 伊予 十三備蓄場

九州 ○ 九州西 国三 十三 観竜霊場

九州 魯 国東三十三観音霊場

九州 ◎ 相良三十三観音霊場

九州 ⑳ 山鹿三十三観音霊場

九州 篠栗八十八 ヶ 所霊場

九州 壱岐四国八十八 ヶ 所霊場

九州 九 州八十八 ヶ 所霊 場

九州 ○ 九 州三十六不 動霊 場

九 州二十四地 蔵尊霊場

- 3 7 -

9 0 1 b2 1引軒 /争土 阿弥陀

9 3 4 1 0 現代 真言 観音

3 6 6 2 2 現代 実害 /

3 5 1 現代 真言 /

5 0 11 q 一正世 禅 /

5 1 7 05 現代 禅 /

5 4 8 0 7 現代 神 /

3 6 b8 2 中世 真言 観音

3 8 70 3 近代 真言 観一旨
3 3 2 8 7 近世 大 台 観音

39 1 47 q ] 世 禅 観音

二∃6 42 中世 浄土 観音

3 7 28 3 ユ引当 禅 観音

3 4 18 7 / 禅 観音

3 8 1りり / 浄土 観音

3 3 2 4 / / /

3 3 7 7 / 天台 /

3 3 1 4 l rT 1 牡 真言 観音

3 6 5 7 /

3 4 2 q 5 近世

88 2 2 2 1正世

1 0 1弓 2 40 近他

1 03 2 3 3 近世

90 3 87 点tLi

浄土 観音

真言 /

貴言 観寓

実意 阿 弥陀

真言 阿弥陀

真言 /

36 5 8 7 現代 真言 /

4 9 9 5 3 現代 真言 /

2 1 2 1 5 現代 天 台 /

5 0 1 8 5 中世 真言 /

6 2 4 中世 / /

2 4 79 中世 真言 /

7 34 現代 真言 /

7 0 4 1 5 / / /

13 3 り1 現代 真言 阿弓卯巨

13 68 現代 真言 阿弥陀

13 93 現代 真言 阿弥陀

13 1 7 4 現代 真言 阿弥陀

2 1 4 0 4 / 真言 阿幼､陀

3 7 88 3 現代 真言 観音

3 3 3 6 9 現代 真言 観召

3 3 18 8 近世 禅 観富

3 4 2 11 近世 雑 観竜

3 3 7 5 / # /

3 4 18 8 中世 禅 観音

4 b 3 16 / 真言 /

3 3 3 19 / 禅 観音

3 3 15 1 / 棒 観苫

88 3 6 5 現代 真言 観音

89 4 9 9 近世 真言 阿釧5
'

t

88 2 4 4 近世 真言 観[.
'
f

88 9 近世 / 観音

9 7 3 2 近代 / 観音

8 8 1 q l 近代 /争1 阿弥陀

3 0 2 7 4 現代 禅 /

王0 4 t / 禅 /

4 9 1 1 4 3 現代 禅 /

6 9 / / /

13 94 現代 真言 阿弥陀

3 3 3 8り / 真言 観音

3 4 2 4 1 中世 真言 観音

10 1 q2 / 頁言 観音

0 6 8 73 中世 専言 観音

2 0 50 0 現代 真言 地蔵

8 8 89 1 現It . 真言 阿弥陀

8 8 12 3 / / 地蔵

94 1 1 0 近世 真言 阿 弥陀

8 8 60 近世 / 観音

36 5 43 現代 真言 /

12 75 現代 貢言 /

1 5 12 4 / 真言 阿弥陀

33 6 q3 中Iil 天 台 観首

34 1 68 / 天 台 /

3 4 1 4 9 中Lu / 観音

3:∋ 48 / / 観音

89 1 85 近世 真言 観音

8 9 1 09 近代 禅 阿弥陀

q3 1 6Ⅰ9 現代 莫言 不動

36 9 5 8 現代 真言 /

2 4 3 6 1 現 代 責言 /
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なお 小矢部から北東に離れた高岡ri
=

1 柴野 の 守 善寺にも, 石

造 の や や大きな千手観音がま つ られ て い る｡ 街道沿 い で はな

く山間 に入るため, 本来 の 位置を示 して い るの か不明である｡

これ に は十六番山城国清水寺 の名と天文二十
- (1 5 5 2) の 道立

年が刻まれる (京田良志, 1 9 7 6) ｡ また氷見の上目寺にも戦国

末 の 二 十三 観音がある｡ 倶利 伽羅峠と これらの 時代は大きく

隔たるが, なお先行する観音像が存在した可能性も残される｡

篠島の 山弘法様

愛知県知多郡南知多町篠島は, 知多半島南端の 師崎から3

k m の 沖合にある, 南北約 2 k m の 小島である｡ 篠島は古くは

伊勢神宮領で あり, 現 在も転年神宮に御幣鯛を奉納するとい

い
, 伊 勢 と の つ な がりの 深い と ころで ある｡ 島の 中央には神

明社が鎮座するが, 神社 の禰宜は現在は烏を離れ て束京に い

ると い う｡

篠鳥の中にはさらに小さな八十八 ケ所がある｡ この 八十八 ケ

所は ‥ 島の 弘 法さんある い はl_
Ll弘 法様ともい われる (図3 ) ｡

い つ ごろ か ら の も の かは不明と い う｡ 島の古老 の子供 の こ ろ

に は, FL] 三 月 二 十一
一 日に みなで まわり, 巻 い たおすしを島の

南部 の 中学校 の あたりで 食べ たとい う｡ こ の 八+ ^ ケ所 は,

昭和3 0 年代より ‥
島内 の松寿院, 正 法寺, 医徳院 , 西 方 寺 の

4 寺院で 22 ケ 所づ つ 管革製 修理がされ るように な っ た｡ 島の

小学校付近 では, 上 のILf道か ら20 m ほ ど 下の 道に降ろした (図

4 ) o

なお 3 月2 0 , 2 1 日を弘法様とよん て , 弁 当 ･ 酒 をも っ て 八

十八 ケ 所詣りをす る ことが紹介され て い る (篠島観光協会,

1 9 8 3) ｡ また それ ら の10 体 ほ どが, ｢ 地蔵｣ と し て 紹介され て

い る ( 中根富三 臥 20 0 1) ｡ こ う した巡拝 には宿泊を要 しな い

が, そ の 対 象は寺院 で はなく露天にま つ られたり, ま た高さ

1 m 内外 の 石亀におさめられた石像 である ことが多 い ｡

2) 中規模 の 霊場と札所 の 特色

篠栗八十 八 ケ所

福岡市の東南にある篠栗霊場は , 小 豆島, 知多とならぶ著

名な新L)A 国霊 場で ある｡ 札所番号順に巡礼路延長を求めると

1 8 5 k rn に も なるが , 札 所の 配置が不規則なためで , 篠栗は全

体が比較的狭 い 盆地 の 巾に 集中して い る (図 5 ) ｡

現在 の篠栗は, J R 篠栗線と2 01 号が通過 し交通量が多 い ｡ 篠

栗駅から始めて戻る巡回 コ
ー スが 示されて おり, J R 城戸 駅前

の 北側には 3 番城戸釈迦堂, 3 1 番 城 戸文殊堂 ,
4 5 番 城戸 ノ 滝

不動堂, 1 番南蔵院, 7 1 番城戸千手観音堂, 6 0 番神変寺があ

る｡ 谷 底からの 坂道 の 下部に納骨堂があり, た くさん並んだ

ボ ッ ク ス は , 扉 を 開くと位牌がありさらに骨壷がある｡ 南蔵

院は岩と7k の 渓 谷を回遊するよう に作られ ,
原 色 に 塗られた

不軌 小さ い が精微な羅漢像などが立ち並び, 巨大 な樫磐像

の 体内に は 八 I-^ ケ所 の 砂 がおさめられ る｡

若 杉 山北向斜面に は, 3 0 番臼] ノ 浦 薮 玉 堂 ,
7 番 田ノ 浦阿弥

陀 亀 65 番 三 角寺 ,
8 3 番千 手院, 6 3 番 犬狗岩山吉祥寺 ,

7 5 番

善 通寺など, い ずれも樹叢と水と岩を含んだ多く の 札所があ

る｡ 斜 面 上部 の荒日] 高原 に , 多く の 宿泊施設がある｡ 荒田 の

善通寺は南蔵院と の 係争 の あとが消えず, 多 く の 立看板や紛

争 の 経緯を詳 しく記 した配布資料が置 かれ るo

北向斜面やや西側には, 4 6 番 岡部薬師堂, 6 8 番 岡部神恵院 ,

上0 番 切 幡寺 ,
9 番山王釈迦堂, 3 9 番延命寺がある ｡ 荒田 の 旅

館街の下方 に赤い建物 の 切幡寺があり ( 国 6 ) , 7k 子 供養 の 地

嵐 岩, 木, 滝が脇 に あるが , 冬季 に は訪れる人も多くな い G

こ の篠栗八十八 ケ所は天保六 (1 8 3 5 ) 年に 発願され , その

後 に 札所本尊の安置が進められ て , 安 政 二 (1 8 5 5) 年に完成

した｡ 廃仏穀釈 で仏堂が破壊されたが , 明治1 2 年に は仏堂を

近く の 寺院に所属させる形で 保護し, さ ら に 明治32 年に は高

野山から南蔵院を迎え入れた (野見Llー
‡覚応 ,

2 0 0 2) ｡ 安政則に

は守堂者は農家であ っ た が, 現在も旅館や食堂 の主人で ある

ことが多 い ｡ 現在 は2 1 寺 が あるが , 住職が い る の は南威院と

遍照院 の み で ある｡ 札所 の 番 号は, 仏 像完成順や願主 の 札所

番号 の選択 による (豊島和子 ,
1 9 9 5) ｡ その ため札所番号はき

わめて乱雑に配置され ており, 順路や位置関係を示すもの で

はな い ｡ また現在で は堂内に入 っ て お参りをするが大多数は

住職がおらず, 大型化した建物も寺院とはやや様相が異なるo

篠栗霊場 は本来由緒ある寺院を巡る ことに始まるわけで はな

い
｡

篠栗 の 各札所 の 顕著な特色は, そ の 傍 らに斜面を流れ落ち

る渓流やさら に滝が配される こと である｡ 篠栗はもともと項

彦LJ｣ 一福知山一野美t_
Ll (春 山) 一若杉山一三郡山一宝満LLI の

回峰行 ル
ー

ト中に 位置 し, 石井 坊 (石 泉寺) と い う竃門山派

修験道場もあ っ て , 半 僧半俗 の修行者が水垢離 をしたと い う

( 豊島和子, 1 9 9 6) ｡ す なわち篠栗 の ほ ぼ全域が修行 の場であ

り, それ を起源とする霊場は仏教的な装い をとるにせよ, 不

動 をはじめさまざまな仏像が並ん で ま つ られる｡ /~し卜八 ケ所

は四国 の 大師霊場に もとづくも の で あるが, そ の ミ ニ ュ チ ェ

ア と い うには性格が大きく異なるようで ある

秩父 三十 四観音

埼玉県西部 に ある秩父3 4 札所は, 関東平野が広がり盆地 の

少な い 関東地方 に あ っ て , 最 大 の 盆地 で ある秩父盆地 にある

(図 7 ) ｡ 秩 父霊場は, 巡 礼路は直線距離で計62k m に なり,

全 て 巡るに は い ずれ に して も宿泊しなければならな い ｡ 秩 父

付近 の 荒川 の 谷口集落 である寄居 には武州寄居十 二支霊場が

あり
, 奥武蔵 の 山地 を越 えた東方 には武蔵越生七福神などが

あるなど, さ ま ざまな霊場が付近 にある｡

秩 父 三 十四観音の巡路は, 秩 父市街東方 の頗I
t

iAB)ll沿 い に ,

北か ら南 - と武甲L山こ向けて始まる｡ 第五番小川山語歌登は,
i

/ レ ＼
,

近 くの 臨済宗南禅寺派 の 長興寺が管理し, 准 聴観音がま つ ら

れる｡ 朱塗り の堂 で
一 夜旅の 僧と歌 を語 っ た と い う｡ 丘陵の

麓に沿 っ て そばな どの 観光客向け の 食堂が点在 し, また新 し

い 住 宅も多く , 郊 外住宅地 の ようで ある｡ 段 丘面 の 傾斜がき

つ く, 棚 田状とな っ て い るo 第六番向陽LLE ト雲 寺は曹洞宗 で ,

谷の 少 し奥ま っ たと こ ろに あり, ~F の斜面はぶどう畑で ある｡

本 堂 は観音にちなみ円通殿と い い , 境 内に は武甲山を背 に し

て 六地蔵がたち, 稲荷大明神も絶られる ( 図 8 ) ｡ 第七番舌苔

山法長寺は曹洞宗で 横瀬側 の 段丘上 に ある｡ そ の 牛伏堂はか

っ て 段丘崖~F の 根古屋 にあり, 1-
- ･

面観 音 をま つ る観音堂も

別棟 にあ っ た｡ 段丘~~tごに 深 く刻まれた谷をはさみ対岸 の 南側

の 段丘1 二に は, 武 甲山御獄神社がある o そ の や や 上 方 に臣如斉

- 3 8 -



地方霊場 の 立地環境と展開に つ い て

囲2 倶利伽羅峠の第 18 , 2 0 , 3 0 . 32 番観音 園 4 篠島第 1 9 事
倶利伽羅峠 は北陸道 の 要所 で ある

o
同地 の 長楽寺 篠島北東部 の 1

･

2 2 番 で は l 石

が神 仏分離 に よ り廃され て手向神社 が残 っ たが
,
､ ぞ 仏 に 衣 が 着せ られ , 花 な どが 供

r

の 後再建された不動寺 の 境内 に安置され る｡ えられ て い る
｡
こ の 19 番 に は 松

寿寺観音参拝者 の 銘が ある｡

図 6 篠栗八 十八 ケ所霊場

福岡県糟屋郡篠栗町 に あ り , 小 豆 島
,
知多 と な らぶ 有数 の 地方霊場で ある｡ 南北 の 斜

面 に刻まれた谷に沿 っ て , 多く の 札所 が あ るo 巡拝 の 順 序(赤線) は篠 栗町 役場 に よ る
｡

- 3 9
-

図 3 篠島の島弘法

愛知県知多郡南知多町 の 知多半島南端 の 海上 にあ

り , 島 内の 小丘 を囲むよう に安置され る ｡ 北東部
,

南部
,
北西部 に集中す る｡

園5 篠栗霊場第 1 0 寄切幡寺

北向斜面にあ る渓流 に隣接 し
, 境内に は地蔵 ,

不動をは じめさまざまな石像が安置され る｡



一

･

･

~ L
-
1 ざ

.:

･ ∴

r･_
ゝ
r

-
こ

･ ~
_
一

一

･ 吉a BT -
･

.

i .
′

ヽ
J

-
-

●
､

■

-_
､

､

- I -

: r I

. J ト ∴.-I.
I

園8 秩 父霊場第 6 香 卜雲専

横瀬川右岸 の 小丘 中腹 にあり
,
境 内か らは 正

面に武甲山が - 望され る
.
地蔵 な ども安置され

て い る
o

･-. ･
/㌔

.
A

-ヾ T
>
L

･ ...
丁

･ .
■

T L
㌔

J
-
r
計

･.
‥ S-.･_

::L ..

-

ニ

ー
-

_

-

∴∴
L

･

･
.,
t こ ふ■･7.J :. }.

1

- -
: 浄

~ ･
･

･

二
,

･

:-I- 二-, L ･ くa

∴
く｢ ､･..

､ :ちr
t

{
ヽ･ ′

豆∴溝
や [ J ニ

■

-
. :
:-
I

･

ト
:'
F;

._ ,: ]

ー

∴

∵
･

軸

.■
l

.
て
j

.
∴

-..･ J
. .

..

リ

: ･..- /I - I

` - ･ ∴.

I
I E

G i

J y

,
汁;::デ
ー:i

.

i

～
.. . J
∴ J

:i∴
【J i了 ･

七 ､

】1

･･ ≡ ､ . ■ .I-L 恥

(- ∴

-.
.
-

_
=■◆■- - I

I､L
>

白
寸

! .

一西尾転
{

.. 1I■L -
＼

･
J
l

■ I J-
L
t
r J
Y
r

鴇て

0 2 5 5 1 0 キロメ ー ト

3 ~ i

･-
J -

;
‥

~･_ _ :
I

:::

.
J1 .■JI

;I
. ,.

:
/-:

･･L二.
'
'
:

･ { !-
J

l
l _ 事

ヾ､

p>
}

1
′
■
^

巾

}
･
→
1-･ -T
+
4

I

:

'

･

.

､

R - ･
.

J: モー

-
｡ .-:こii'
.I.

-
､ t
c)
甘 ゝ 喜

J･･ 二

. ,.
.
, .

.
★ 加 .;} . . .

I:
:

･

こ
こ
:: ･鮎買J

q

●

ヾ

､

e
5

5
S
u "

E
i

i
i

園 7 秩 父三十四観音登場

埼玉県秩父市, 秩父 郡横瀬町
,
荒川村, 小鹿野 町 , 吉 田町 , 皆野

町 の 秩 父 盆地全域に わ た る
｡
とく に武甲山の 山麓 に は 第 1 番か ら2 9

番 まで が集中す る｡

図 10 知多四国霊場第 38 番 正法寺

38 番 と3 9 番 は 愛知県知多郡南知多町 の 篠島に ,

3 7 番は 同 日間賀島にある｡

園1 1 坂棄三十三観音霊場第 2 番岩殿寺

神奈川県逗 子 市に あ り, 海岸 か ら は 1 k IⅥ 余 りで

あ る｡ 南方に 向か っ て 谷が 開けるo

1
7

図9 知多四国八十八 ケ 所霊場
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知 多半島の 東岸を南下 し て 西岸を北上 し, 愛知県豊

明市. 大月守市, 知多 郡 , 半 田 市 , 常滑 市, 知 多市, 東

海 市
】
名古屋 市に わ た る( , 多く が 山麓 に位置し て い るo

-

4 0
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地方霊場 の 立地環境と展開に つ い て

宗南禅寺派の第八番清泰山西善寺があり
, 境内は庭園とな っ

て い る｡ 第九番明星山明智寺は臨済宗南禅寺派で , 本尊は如

意輪観世音であり, また境内には安産 ･ 子育て の観音がある｡

横瀬川
一

荒川間 の丘陵の東面, 斜面 の やや上方にある第十

番万松山大慈寺は曹洞宗である｡ 本尊の聖観音の ほか , 子育

観音や地蔵菩薩がま つ られる｡ 裏手 の 丘陵上にはふ るさと歩

道が設けられ て い る｡ 丘陵の北側は急崖で , 南側は緩斜面で

シ ュ ロ な どを含む山林となり, 盆地内 の穏やかな気候を示 し

て い る｡ 第十
一

番南石山常楽寺は
, 南西向斜面の墓地 の上に

あり
,
市街が展望される｡ 明治初年ま では天台宗の寺であ っ

た が曹洞宗に変わ っ た｡ 本尊は十 一 面観音だが釈迦如来も租

られ , 寺より上方に稲荷があ っ て参道入 口か ら木の 鳥居が続

く｡

秩 父市街にある第十 三番旗下山滋眼寺は曹洞宗で ある｡ 堂

内に多数の経が納められ , 花山法皇らの像が並ぶ ｡ 本尊の聖

観音の ほか薬師如来が ま つ られ ｢ あ め薬師｣ と い われ て 眼病

平癒に功徳があり, 7 月8 日の縁日で はブ ッ キリ飴が売られ ,

さら に境内に稲荷大明神がま つ られる｡ 秩父で は巡拝時の ｢ 納

札｣ の 習慣が衰退 したと い われ るが
, 建物 - の 貼付禁止が明

示され て い る｡ 秩 父鉄道の東側 の 段丘面上には第十五番母巣

山少林寺がある｡ 臨済完建長寺派で本尊は十
一

面観音で ある｡

明治維新の際に他 の寺から受け継いだ ｡ 巡拝者は2 月 こ ろは少

ない とい う｡

こ の 秩父霊場は16 世紀初期に34 ケ 所 になり, 西 国 ･ 坂 東と

合わせ て百観音になる こと で地方性を脱却 し, さ らに江戸か

らの巡礼者を吸収したとい う (佐藤久光, 1 9 9 3) ｡ 霊場として

最も有名なもの の
一

つ で あ り, 規模は西国霊場や四国霊場,

ま た坂東霊場にくら べ て ひと桁小さ い が, 古くから続く霊場

の典型とみる ことが で きる｡ 各札所寺院はそれなり の規模で

あるが
,
い ずれもが地方 の名刺と い うわけで はな い ｡ 一

方 墓

地 なども併設され , 札所 で ある以前に禅系寺院で あり, 篠栗

のような修行場で はな い ｡ そ の特色をみれば, 段丘面端や丘

陵斜面の ような展望 の よ い 地 に 位置して い る｡ さ ら にそ の展

望は秩父盆地 で圧倒的な存在 である武甲山に向けられており,

秩 父霊場が武甲山 にもとづ い て統
一

され た霊場で ある ことを

示 して い る｡

知 多 四 国八十八 ケ所

愛知県の知多半島に は, 半島を右回りに周回する知多四国

八十八 ケ所霊場が続く (図9 ) ｡ さ らに知多半島の先端からは

船で海を渡 っ て 知多郡南知多町篠島に至り, 札所 間を結ぶ距

離は延 べ23 9k m に達する｡ 篠島の 中央部にある第38 番正法禅

寺は曹洞宗の寺院で
, そ の 裏 手 に島の大きな墓地がある｡ 春

に は日に500 人も の 巡拝客があると い う (図10) ｡ 島内はわず

かな緩斜面に住宅や観光旅館などが密集するが, 正 法 禅寺 に

隣り合わせるように番外 の 西方寺と い う浄土宗寺院がある｡

近 く の 斜面下部 には湧水 の 池があり
, 後村上天皇が使われた

と い う伝承から帝井とよばれ る｡ 篠島にはさらに第39 番 医 徳

院があり, 真言宗豊山派 の 寺院 で ある｡ な お, 篠島に は知多

四国霊場 の ほ か に , 南知多三十 三観音の番外札所 で ある曹洞

宗 の 松寿寺がある｡

正法禅寺は正平 二 (13 4 7) 午 , 医徳院は建暦 二 (1 2 1 2 ) 午

に移転再興 , 松寿寺は天文十 - (1 5 4 2 ) 年の 開基と伝えられ

る (南知多三十 三観音霊場会, 1 9 8 2) ｡ い ずれ に して も知多霊

場の開創以前からの 古い 歴史があるが, 島に は こ れらの 他に

は寺院がない ｡ また これらの諸寺は島の中央部の 小高 い位置

を占める｡ 半島部にある札所寺院も, 半島脊稜の 丘陵の麓や

小谷の 奥部に位置するものが多 い ｡ すなわち地形的 に特色 の

あると ころの 寺院が結ばれ て い る こ とがわかる｡

上記の ように篠島には多く の札所寺院が密集して船で訪れ

る巡礼者も多く, 巡 礼 は身近 で ある｡ 島の 人達は地元に霊場

があ っ て も, また島外の異なる霊場に巡礼に出かける｡ ある

高齢の女性は, 4 0 歳代 から巡礼 に出かけるようになり, 知多

四国霊場を10 回 まわ っ たほか, 本四国, 淡路, 小豆島, 西 国,

坂 東, 秩父の 各霊場などにも行 っ たと い う｡ 季節は大体春で,

西 国霊場の ように大きな霊場は, 1 0 日 く らい ずつ に分 けて ま

わるとい う｡ い ずれもツ ア ー が組 まれ て バ ス などで まわると

い い
,
これらは現代 の巡礼の ,

一

つ の パ タ ー ン を示 して い る

ようである｡

3) 大 規模霊場と札所寺院

坂東三 十 三観音

坂東三十 三観音は, 西国霊場に次ぐかある い は同時代か ら

の古 い 歴史がある｡ 鎌倉からはじまり関東平野をめぐり
, 礼

所 を直線で 結んで も総延長は8 99k m に達する｡

第1 番大蔵山杉本寺は天台宗で , 杉本観音ともよばれる｡ 湘

南ア ル プス の南麓のやや急な斜面上にある｡ 寄せ棟の茅葺き

屋根の本堂に, 十
一

面観音の ほか多くの仏像が絶 られる｡ 境

内の 洞窟の 奥には大蔵弁財天が示巳られ , 熊野大権現や白山大

権現も鈍 られる｡ 杉本観音から東方 の 新たに住宅地が開発さ

れた丘陵をはさみ, 逗子 の 海岸から内陸側の谷 の奥部上方に,

第2 番海雲山岩殿寺がある｡ 南に梅を見渡せる の で 以前は海前

山と い い
, 岩 窟が殿堂 のようで あ っ た の で 岩殿 といわれる｡

曹洞宗で , 境内には熊野権現社の ほか
,
蛇蔵, 猿田彦神社,

稲荷明神社がある (図1 1) ｡ 鎌倉の海岸付近に後に崖を控えて

第3 番祇園山安養院田代寺がある｡ 浄土宗で本尊は阿弥陀如

来で あるが , 田代観音ともい われ る｡ 境内に夫婦, 御助, 親

子地蔵がある｡ 納経 の時期は ,
3 -

5 , 9 - 1 0 月が多く, 日

曜 は車で動けない ため バ ス で くる人が多い と い う｡ 周辺 には

寺院が多く
,
近 く に癌封じの 寺や , 厄 除祖 師, 鬼子 母神

･

薬

師堂
, 千 手観音 ･ 不動尊堂などがある｡ 若宮大路 の 西方 , 大

仏 の 海側 の高い斜面の 上部に第 4 番海光山長谷寺がある｡ 梅

と鎌倉の 街が 一 望される｡ 現在 の大伽藍とは異 なり
,
旧本堂

は シ ン プ ル な寄棟の 茅葺き屋根で あ っ た｡ 浄土 宗 で境内に稲

荷大明神や洞窟などがある｡

これ ら の寺院は
, 多くは急斜面を上が っ た最上部付近に位

置して い る｡ 市街地 のはずれにあたり, 規模には大小がある

が
, 周 辺 の 他 の多く の寺院 に比 べ て より規模が大き い ｡ 地 元

の 中心的な寺院 で あるだけで なく, とく に 長谷寺などは全国

的 にも知られる名刺で ある｡ 坂東霊場 の 規模は西国霊場や四

国霊場とならん で大きく, 徒歩 で の 巡礼 に は月余を要するが
,

三 十 三 の札所寺院は開創当時 にお い て も特徴的な寺院 であ っ
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たと考えられる｡

Ⅳ 霊地, 霊場, 霊場群立地の諸要因およびその

時代的変遷

1) 札所寺院と周辺地域 の地形 の特色

神社や寺院は参道 に高 い 石段があるな ど, 社寺は高所 に建

立され る傾向がある ｡ 寺院はそ の名称 の前 に山号をもつ こ と

も, 山地地形とのかかわりを示 して い る｡ 全国 の3 4 , 3 5 3 神社,

4 3 , 9 4 7 寺院に つ い て , 境内周辺の約2 50 m 四方 の土地につ い て,

傾斜 や位置を調 べ る｡ ゼ ン リ ン の電子地図帳より寺社の位置

を得 , 国土地理院 の数値地図50 n l メ ッ シ ュ よ り, それ ぞれ の

寺社周辺 の 5 × 5 メ ッ シ ュ ,
約2 5 0 m 四 方の高度を得て , 傾斜

および位置を 3 区分 した｡

その結果 , 神社は寺院にくら べ て 急傾斜地 に立地する こと

が多い こ とが示される ｡ た だ し
, 著名な神社や寺院により異

なる傾向がみられる｡ と くに 金比羅, 熊野 , 白山, 日 吉社な

どは急傾斜他に多く,
一 方 稲荷, 八坂 , 住 吉, 神明社などは

平坦地に多 い ｡ 反 対 に寺院は神社にくら べ て 平坦地 に立地す

るも のが多い が, 急傾斜地 の も のも多 い ｡ と く に不動, 観音

は急傾斜地 に位置するも のが多い ｡ 観音などは岩壁 - の 懸 造

りなども多い こ とが関係する｡
一

方薬師は都市的性格が顕著

である (図12) ｡ 観音は霊場 の 中で 最も重要な本尊であり, ま

たそれ に次 ぐ不動と併せ て , 以【F 主要な分析対象とする｡
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図12 神社, 寺院と地形

傾斜地が自然的性格ある い は山岳信仰的性格を示 し, 平坦

地が都市的性格を示すとみなせば, 神社にせよ, 寺院 に せよ,

異 なる性格をも つ も の に 分かれる ことがわ かる｡ とく に 寺院

とよばれるも の の 中に も, 自然 的性格が濃厚なも の がある｡

たと えば西国観音霊場 にお い て古くは第1 番 で あ っ た長谷寺

は, 山号 を豊L[J と い い , 院号 は こ もりく にもとづく隠固より

転 じた神楽院と い う｡ 2 k m 上 流左岸 の 滝蔵LI｣ に 滝蔵権現が把

られ, 宝塔 の 落 ちたと ころは落神と い っ て 雷神加茂大明神を

紀ると い う ( 川 田聖見, 1 9 8 0) ｡ 奈 良盆地 か ら東 に入 っ て LLl 間

部 に さ し かか り, 奈良 の 諸 大寺とは趣を異 にす る｡

観音霊場で はさら に 山岳 と の 結び つ きが顕著で ある｡ 例 え

ば天正年間 (15 7 3 - 9 2) 以降 の 開創と考 えられる, 秋 田 ある い

は出羽国六郡 三十 三観音で は, 第1 番塩湯彦神社, 第 6 番 吉祥

院, 第15 番黒尊仏, 第21 番 太 平山元正寺 , 第27 番赤神山光飯

寺などは, 熊野信仰や修験とのかかわりが深 い と い われる (高

橋富美雄 ,
2 0 0 2 ) ｡

大 師霊場も匹=司八十八 ケ 所 の場合, ｢ 山｣ に あ るも の6 5 で ,

そ の うちJ頁上や中腹には33 , 山の付近には3 2 がある ( 田ヰ‡ 博,

1 9 8 3) と い われ, 山と の 結び つ きが深 い ｡ その ほ か に も河岸,

岬, 小 島などさまざまな特徴的な地形 の地域 に存在 した｡

2) 霊場の 巡礼路と地形 の 関係

三十 三 ある い は八十八など の 寺院で 構成され る霊場には ,

その 全体に地形的な類似性がみ られる｡ 東北地方 の奥羽山脈

に近 い 盆地には, と くに多く の観音霊場が分布 して い る (図

1 3) ｡ 大 師霊場は島や半島などの地形 の と ころに多い ｡ 島峡の

多 い 瀬戸内地方には, 多数分布して い る (図1 4) ｡ また大師霊
■
リ レ ご い

場は平野部 にもあり, 関東平野 の中央部にある印西大師講は,

河川や湖沼で囲まれた丘陵は島状の景観を呈して い る (図15) 0

大師霊場は都市内にもあり, 東京 の 御府内八十八 ケ所霊場は

同様に武蔵野台他 の末端部に位置 して い る (図1 6) 0

観音霊場は坂東霊場のある関東平野, 秩 父霊場の ある秩 父

盆地が典型 で ある｡ 観音は滝とかかわるがまた周辺 のLLl 岳 と

もかかわり, 札所寺院は平野や盆地 の周縁山麓に位置して い

る｡ そ の た め これらの霊場では , 遠心的 に 札所を巡る こと に

なる｡ 観音はそれぞれ の 土地 で は外来 の神に もあたる｡

大師霊場は四国霊場や小豆島霊場が典型 で ある｡ 大師も水

田急斜地上 部

E3 急斜地中部

日急斜地下部

日急斜地

国緩斜地 上部

E3 緩斜地中部

口緩斜地下部

□緩斜地

口平坦地
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と の か かわりがあり, また大師霊場は島や半島

を周回する形が多 い ｡ そ の ため これらの 霊場を

巡るときには順路は求心的となり, 霊場 を 一 巡

す ると世界をL#J い 込む形 になるo 大 師 は祖先神

にもあたり, 地 元 に おられる｡ 周 回するときに

は多く山麓にある札所 に向けて ,
すなわち島の

内側 に 向か う｡ 同時 に島を周回すれば四囲 の東

西南北 の外界を経て戻るため, 輪廻とかかわる

ように思われる ｡

こ の よ うに巡拝路は島, 半島, 盆 地 , 国 , あ

る い は街道沿 い などに位置 し, さまざまな スケ
ー

ル で の 地 域的まとまり, ア イ デ ン テ ィ テ ィ を示

し て い る｡ 霊場 の 地形 の特色をまとめると以下

の ようである｡ 第 1 に , 環状 凹地がある｡ 海岸平野 には西国,

坂東の観音霊場があり,
一

方内陸盆地には秩父霊場などがあ

るが, い ずれにも中央 の等質な世界 の周囲を巡る｡ 第2 に線状

地がある｡ 中筋や殿様道 の よう に街道 に あり, 道 に 沿 っ て ほ

ぼ直線的に発願地から結願地までが配列される｡ 第3 に , 環 状

凸地がある｡ 島や ･ 半 島 に は四国霊場などがあり, 山間 に も

篠栗霊場などがあり, 中央 に 山地や丘陵を囲むよう に巡拝す

る｡

小 規模な霊場 で は街道沿 い など に直線的なも の もあるが,

発願地と結願地が近 い こ とも多く, こ の 巡廻する形態 は輪廻

の 投影とみられる｡ ただ し四国墓場 では, 山岳 の神の ほ か に,

河川 の 神, 島 の神などさまざまな霊地が含まれ ており, 大師

は それらをまとめる コ ン セ プ トと して , み る こ ともで きる｡



地方霊場の立地環境と展開に つ い て
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周防大島な ど の 島部 に集中 して い る
｡



図1 5 印西大師講とその巡拝順序

千葉県印西市, 印潅郡印勝村, 本埜村
,

白井町 にわた り
,
北方 の 手賀沼 ･ 利根川

と南方 の 印藤沼 に挟まれた 丘陵を
-

巡

す る｡ い ずれも丘 陵の 縁辺 部に位置 して

い る｡
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園1 7 全国の主要観音霊場

全国にわた り 分布する｡ 沿岸 部の み な

らず内陸盆地にも多 い ｡
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図1 6 御府内八十八 ケ 所霊場

東京都区部にあり , 武蔵野台地を開析

す る目黒川 , 渋谷川 , 神 田川とそ の 上流

の 妙 正 寺川など の 河岸 に沿 っ て 札所 が

並ぶ ｡ 上 野, 浅草付近でも隅田川沿岸 の

微高地上 に位置 して い る
｡
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園 1 8 全国の主要大師霊場

中部 日本以西 の , 太平洋側 に多く分

布す る｡ とく に 瀬戸内海沿岸 と関東地

方 に集中 して い る ｡

1
,
0 0 0 キロメ ー トル

⊥ ｣



地方霊場 の 立地環境と展開 に つ い て

霊場が大衆化 したときに多く の人 々 の現世利益 の願い を満た

すため の 多神が求められたと考えられる｡

3) 全 国分布にみ られる霊場群の地域性

東北で は三 十三 観音霊場が古くに開創され , 津軽, 秋 田,

奥州, 最 上, 置 賜 , 庄 内, 信連, 会津などの多くの霊場があ

る｡ 東北と観音の結び つ きは強く
, 特有のものがあり, た と

えば野 口英世の母 シカ の手紙にも, 会津三観音の
一

つ 中田観

普 - の 深 い信仰が示され て い る｡ 同地 で は仏教としては特異

なみかたで あるが
, 真言宗豊山派 の恵日寺で は磐梯山は山そ

のものが仏さまで あるとい う ( 光明, 2 0 0 3) ｡

関東で は山麓部にも秩父霊場規模の観音霊場が分布する (図

17) ｡ 中部地方 の山梨県 では, 山 中湖から大月を経て 上野原ま

で の 問に, 郡内の三十 三観音霊場が広がる｡ ほか にも甲斐三

十 三観音, 府内観音札所がある｡ 甲斐三十 三観音は全県に広

かる ( 羽 田
-

, 1 9 7 6 , テ レ ビ山梨, 2 0 0 0) ｡ 先 述の ように観

音霊場は盆地状地形とかかわるが, 盆地 の多い地方には多く

の観音霊場が分布する｡ ただ し東海で は
, 海岸付近 の平野部

にも観音霊場が分布する｡

大師霊場は, 関東で は平野部の各地に地域的にまとま っ た

ものが多数分布する｡ ただ し東海 では内陸部にも広がり, 諏

訪, 甲斐! 美濃にも大師霊場がある｡ 近畿でも, 伊賀, 大和

のように内陸にも四国がある｡ 中国
･

四国地方には本四国を

はじめ (宮崎忍勝
･

原 田是宏, 19 8 7) , 瀬戸内海 の島峡部や沿

岸の半島部なとを中心に, 多く の島四国がある (図18) 0

さ らにとくに人 口 の多い地方 では, さ ま ざまな霊場が複合

泰時

β ノ
､

●
■

=

こ･
I

.

:

的 に存在して い る｡ 観音
･

不動
･ 地蔵は, わ が国の庶民信仰

の レ ベ ル で は
,
父 ･

母 ･ 子 の 関係を理想的な姿て描い た聖家

族であ っ た と いう (山折哲雄, 19 9 3) ｡ その ため特定の種類の

霊場に限らす, む しろ観音霊場があれば付随的に不動霊場や

地蔵霊場も開創され , 複合的, 重 層的なネ ッ トワ ー クが 地域

に展開する ことが考えられる｡

4) 霊 場の 開創年代と, そ の 種類 ･ 規模なと の変化

地方の 三十 三 ケ所霊場は , 中世より全国に開創され , 近世

にそ の数を増した (表 3) ｡ 地方の 八十八 ケ所霊場は近世以降

で
, 貞享年間に小豆島, 正徳年間に甲斐にで きたが, 大半は

化政 ･ 天保以降で ある｡ 真宗の 二 十四輩霊場は江戸中期の成

立という (新城常三 , 198 1) 0

開創年代別また霊場種類別

に霊場の分布を示すと, そ れ

らが
一

様で な い こ とが明らか

である｡ 中世には観音霊場の

ほかにも大師, 薬師, 地蔵霊

場も誕生 した ｡

近 世 には西南日本を中心 に

大師霊場が急増した ｡ 大師霊

表3 観音霊場の成立

- 中世 ま て 1 0 余
- 元 禄(1 7 0 4) 2 8
- 享保(1 7 3 6) 2 3
- 安永(1 7 8 1) 1 8
- 文 政(1 8 3 0) 2 3

- 明治(1 8 6 8) 1 8

不 明 3 5

新城常三(1 9 8 1) よ り集計

場は
一

国霊場ある いはそれ以下の規模の もの が中心 で
,
関東

と九州にあるにすぎず, またその 時代は新しい ｡ 霊場に適切

な大きさの 島は, 瀬戸内海 の ほかには少 ない こ とによると考

えられる｡ 観音霊場は中央日本以北に増え, 薬師, 地蔵霊場

は東国にも誕生 した｡
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明治から戦前まて の 近代以降 に は観音霊場は全国的に増加

したか , 大 帥霊場は中火日本以西 て増加 して い る｡

戦後て ある現十しには , 東師は近畿地方を中心に, 地蔵は新

たに全国的 に 開創された｡ 現代 に お い て は, 新たに 不動霊場

が仝国的 に現れ ,
十三 仏霊場か とくに近畿地方を中心に開創

され て い る｡ たた し不動霊場, 卜三 仏書場はみな現代 の開創

てあり, 自然的霊場とは性格を異 にすると考 えられるo す な

わち, 近 代に おい て す て に 観音 , 大師霊場はある種 の飽和状

態となり, 同 一 地 域 に複数の霊場はて きな い ため に , 新 た に

不動, 十三 仏霊場 の偶創 - と変化したと考えられる (図19) ｡

巡拝路の総延長 の長短は, 寺院数か多く て も局地内てあれ

は短く, 少な く て も広域 てあれは長 い ため, 霊 場 の 範囲 の 大

小に相当すると考えられる｡ 霊場を種類別にみるとき, 西 国,

四 国, 不 動霊場かある程度 の 規模をもち, 地蔵, 十 三 仏霊場

に は大規模なも のは少な い こ とか示される ( 図2 0) ｡ たた し観

音霊場はそ の絶対数か他にくら - て 多 い ため に , 比較的大き

な主要霊場た けがリ ス トア ッ プされた可能性 かあるo また ,

う､ 動や 四国霊場か大き い の は, とく に四国霊場て は大師にち

なむ真言系寺院を八十八紘ふ に は, ある 程度広 い 地域を必要

とする ことか考えられる｡

現代 の 霊場は大規模なも のか多く , 広 域 の 霊 場か開創され

て きた ことを示す｡ こ の 広域化は先 の多様化とならふ現代 の

急場の特色 て , と く に不動, 十 三 仏霊場は新しく登場 した)i

城 霊場 て ある｡

Ⅴ 霊場の 開創と展開に かんする検討

i) 霊場開創以前 の 霊地と寺院とのかかわり

巡礼 の 起腺として , 唐
･ 末に 渡 っ た 僧侶たちか , 五 台【Ll ,

峨眉LI E , 袖陀 羅LLj や竜｢
-t

j , 入 台山 なと の急地を巡礼 し, 後に

南都 の七大寺巡礼 , 京都 の 百塔巡礼 , 比叡l_
I
_L延 暦 寺

の 三塔巡

礼, 京都 の 七観召寺院 の参詣か行われたと い われる (前日1 卓,

1 9 7 0) ｡ また, 奈良の諸大寺は現在 の ｣ 般の 寺院とは異なり,

境内にお墓かなく葬式 の導師を つ とめす, 神像を前に神を純

る儀式かある｡ そ こ て は, 国家 の 繁栄 , 万 民 の 幸福, 農作 物

の 豊穣, 自然 の順調 ,
天 皇 の 安泰, 伽 藍 の 護持, 仏法 の 興 隆

か祈願される ( 射 [=映胤 ,
1 9 9 8) o

西国 霊場の起頗は中世に 求められるか , そ れ以前 にも霊地

か存在 し, 焼からもたらされた巡礼 の慣習かあ っ た｡ これ か

後Ii[ の 霊場 に結ひ つ か な い の は, 奈 良なと の 大寺院 の 性格と

そくわぬ こと によると考えられる｡

i
, 安 時代 に 新た に伝来 した 天台宗と真言宗とも に山上 に寺

院か ある｡ 天 台宗は後 に南都諸寺なとと対立 したか , 真 言宗

は南都 の 伝統的戒律を受け人れるととも に, 南 都諸寺を密教

化 した (遠藤讃囲, 1 9 9 8) ｡ 真 吉宗 の 密教はヒ ン ス
- 教 に は じ

まり仏教と鮎 ひ つ い たか , 埋性 に もと つ く仏教 に如 し, 密 教

て は感性 の 満足を重視する (加藤精
一

,
1 9 9 8) ｡ たた し天台宗

て も密教 を含み, 寺 門 の 三 井キ ては顕教, 密教 , 修験 の 三 道

融会 か重視される (塩 入法道 ,
1 9 9 8) ｡ 平 安時代に は本地垂慮

説 の もとて , 神と仏 か
一

休 に な っ た ｢ 仏 神枝｣ か 現れたか ,
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l[J 岳て は鞍馬 ,
金比羅 ,

石槌, 英彦LLl , 東照 なとに ｢ 権 現｣

か租られ , 平 野 て は稲荷, 春E7 , 厳島なと に ｢ 明神｣ かTW ら

れた (野 見山覚応, 2 0 0 2) 0

[｣J 地 の 寺 院, 婚 教 化 の 巾て ,
もと よりIJJ 岳 を神体とするよ

うな神社との悶に も, 神仏習合か容易になると考えられる｡

神仏 の 調和 の 巾て(LL林 を巡る回峰行か行われるか, 厳 し い修

行てあ っ て ,

一

般 に広 く行われるわけで はなか っ た｡ また熊

野なと に詣 て る風習はあ っ た か , 三 十 三 所 の 霊場を巡るわけ

て はなか っ た｡

鎌倉時代 の仏教 ては,
一 つ の 行 や宗を選ん て唯 一 の仏 教か

主張される｡ 法 然 は阿弥陀仏 を主体として行として の 念仏 の

実践 を最も重視 し, 親鷲は専修念仏を先鋭化させ , 道 元 は只

管[l 座 の 行 に 励み, 日蓮は題目 による嘩
-

の 仏教を主張した

(林 序 ,
1 9 9 8) ｡ しか し伝統的信仰 - の 対応 に は差ぎ重かあ っ

た ｡ 臨 済宗て は, 自 らを釈迦と同格の仏と自覚 し, 悟りは大

い なる天地と の共感て あ っ て森羅万象は仏法 の搬視 てあると

し
,
生 店 の 隅 々 まて さまさまな与J

三

護 神を祉り, 本尊は教化 の

方便てあ っ て衆生巌 により一定てはなか っ た (沖木克己, 1 9 9 8) 0

曹洞宗て は本革は釈尊て あるか ,
自 己 をさしお い て 仏道はな

く, は しめからおわりま て修行 て あるとし, 修行の 其本 に黙

,

E円禅 をお い た (角 出泰隆, 1 9 9 8 ) o

す なわち禅系宗派 ては自己を重視 し, 周 囲の 世界は汎神的

に捉えられ, 特定 の 本尊 - の 帰 依 に 必すしも規定されるも の

2 5 5 0 1 0 0 2 0 0 4 0 0 8 00 k m

圏中世 m 近世 □近代 口現代 □不明

図20 霊 場種別 の規模と開創年代



地方霊場 の 立地環境と展開に つ い て

で ない ように思われる｡ こ の こ とは密教にかかわる真言宗
･

天台宗寺院とならん で , 霊場の 寺院には曹洞宗 ･

臨済宗寺院

が多い こと に結び つ く｡ これ らの宗派 で は, 本尊を特定 の仏

に限らな い ため, 古くから岩や滝などの 神寛が絶られ て い た

の か
, さ ま ざまな本尊に形を変えて受容され, 後世に伝えら

れたもの と考えられる｡

2) 霊 場の 開創と展開

現在に つ ながる主要霊場は, 中世に開創された｡ そ れ は
一

方 で は唯
一

的 な鎌倉仏教が広 まる時代 てある｡ そ の中で も浄

土系や日蓮系宗派は, 霊場の札所寺院にはほとんど例外的で

ある｡ 霊場に多くま つ られる観音はそれ らの寺院で の本尊で

はな い ｡ 観音な どは浄土系 ･ 日蓮系宗派とは異なる位置にあ

り, それ らか広まる中で巡礼もまた広ま っ た｡ 古層 の さまざ

まな神々を崇敬するの にも, 神その もの は土地に固有で か つ

日頃は不在 の性格の もの で ある のに対し, 観音や不動のよう

な辺土 の仏は像が造立され て 霊地に租 られたために
,
巡拝が

容易て あ っ た ことも, 対象として選ばれた要因と考えられる｡

さら にそうした身近な神や仏 てあれば, 魂の救済なとよりも
,

五穀豊穣 ･ 家内安全 ･ 無病息災な どの現世利益 を祈願しやす

い こ とも, 要因の 一 つ と考えられる｡

たた し浄土真宗では 二十四輩霊場が関東から近江や小倉に

も移され, 浄土宗て も近畿二十五 ケ霊場が江戸や筑前に移さ

れ
, 日蓮宗で も千 ケ寺詣, 百 ケ寺詣 ,

二 十
-

ケ寺詣がある (新

城常 三 , 1 9 8 1) よ うに, 宗派内で の 巡礼が行われ て い た｡

近世以降 で は霊場に遺された納札から, 巡 礼者の 数か推定

されて い る｡ 西国霊場では慶安二年以降では, 貞享
･

元禄 (17 0 1-

2 0) に最大 の ピ ー クが あり, 宝暦
･ 明和

･ 安 永 (17 6 1-8 0) , 文

化 ･ 文政 (18 0 112 0) にもピ
ー

クかある｡ 四国霊場では寛文 (1 6 6 11

8 0) 以降に 徐 々 に増加し, 天保 (18 2 1 1 4 0) に ピ ー ク に達する

(前田 卓
,
1 9 7 0) ｡ 秩父霊場で は寛延 三 (17 5 0) 年の午年に

は
, 巡礼者は二月に入ると日に7 00 - 9 0 0 人 にな っ たと い う (新

城常三 , 1 9 8 1 ) ｡ 近 世 には中小農民や江戸 の市民などが, 多数

巡礼に出かけるようにな っ た｡

また江戸時代には, 西 国には武蔵, 下総
, 長州, 肥 前長崎,

山城から, 四 国霊場には, 阿波 , 紀 伊, 讃岐, 備中, 摂津か

ら多数がでかけた (前田 卓, 1 9 7 0) ｡ 関東からは西国霊場 に ,

関西 からは四国霊場 - と出かける傾向がみられる｡ 関東から

四国まて距離が長 い こ ともあるが, 四 国霊場が西国霊場より

後 のも の て
, 影響が西 日本に大きい こ とが考えられる｡

3) 現 代 の 霊場

近世に盛んにな っ た巡礼は , 現在に続 い て い る｡ 主要霊場

に つ い て 調査されたも の て は, 秩 父霊場 の 巡礼者の数は, 昭

和50 年代 に は年間 1 万 - 2 万人 て あ っ た の か
,
5 0 年代 後半 -

6 0 年代前半 には2 5 万 -

3 万人 に なり, 平成 3 ･ 4 年には 4 万

人 に増加 し

た (佐藤久

光 , 1 9 9 3) 0

また 現在 の

表 4 現 在 の 巡礼 の出身地

西国巡礼 大阪 3 2 %
,
京 都 1 4 % , 兵庫 9 %

四 国遍路 大阪 20 % , 愛知 1 4 % , 愛媛 13 %

前 田 卓, 1 9 7 0

西 国巡礼 の 出身地は近畿全体 で は 8 割以上 てあり, 四国 遍路

で はやや広く近畿地方周辺から の 遍路が多い (表 4 ) (前 田
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卓, 19 70) ｡

現代 で は

とくに巡礼

をする季節

が大きく変

化 しつ つ あ

る｡ と くに

四国遍路は

春が最多て

表 5 巡礼 の 季節

春 夏 秋 冬

西国巡礼 3 3 1 % , 1 7 8 %
,
3 8 7 %

,
1 0 4 %

四 国遍路 6 3 8 %
,
1 1 4 %

,
2 1 9 %

,
2 8 %

前 門 申 (1 9 7 0) よ り

西 国巡礼 3 1 6 %
,
2 2 1 %

,
3 2 6 %

,
1 3 6 %

四 国遍路 4 4 6 %
,
1 7 1 %

,
2 8 5 %

, 9 6 %

佐藤久光 ( 1 9 9 3) よ り

あ っ たの が
, その 比率が低下 した (表 5 ) ｡ 四国遍路は春に多

い
一

方て冬には激減しており , 四国が南国 であるために春に

多い と い う説明に結び つ かな い ｡ 春には大師忌がある こと,

豊作予祝などの 農耕儀礼と つ ながるもの と解され る｡ また西

国巡礼で は春と秋 に多か っ たが
, 春秋 の 占める割合は低下 し

て い る｡

これ らは, 巡礼 ･ 遍路はか つ て特定の季節に集中して い た

の が
,
通年化 して い る こ とを示 して い る｡ 現代 にお い て とり

わけ専業農家が激減し, 農閑期とは無縁 の人が増えた ことが

通年化にかかわると考えられる｡

Ⅵ おわりに

全国各地に多数の霊地があり, そ のネ ッ トワ
ー ク て あ る霊

場を, 多く の 巡礼者が訪ね て い る｡ 地 域 によ っ て はさらに
,

霊場の複合した霊場群とい うべ きものもみ られる｡ 本論て は

こ の 霊場を中心に して
,
まず現在 の霊場の実態に関する現地

調査結果を, 大 き く霊場 の 規模別にまとめた ｡ 次に霊地 , 霊

場, 霊場群の立地環境と特性および年代による変動に つ い て

分析した｡ そ して 仏教や民間信仰などの時代的変遷が ,
霊場

開創におよほした影響に つ い て 推定した｡ それ らの 成果は,

以 下 の とお りで ある｡

1) 小 規模霊場では, 石像が露天 にあるい は石亀に納められ

て ま つ られるものが多 い ｡ そ れ らの ネ ッ トワ ー ク は, 線形あ

る いは円形をするなと , 規 則 的に配列されるようすがみられ

る
｡

2) 中規模霊場には, 滝 なと の修行地 の 集合したもの などが

あり, 類似した霊地群あるい は全体がやや等質的な霊域と い っ

た特色がある｡

3) 大 規模霊場で は, 個性的 で か つ そ の 地 を代表する名刺な

どが
, 不 連続に結び付けられ て ネ ッ ト ワ

ー

ク を構成するよう

すがみ られ る｡

4) 個 々 の 霊地は, 山地 周辺 の傾斜地上部ある い は下部 にあ

る こ とが多 い ｡
か つ そ こ には神社が隣接することが多い ｡

5) 多く の観音霊場 の 巡礼路は環状を呈 し, 周 辺 に 向 か い つ

つ 巡拝をする特色かある｡ 多く の 大師霊場の巡礼路も環状を

呈するが , 中心 に向か い つ つ 巡 拝をする傾 向がある｡ 一

方 形

状が直線的なもの として , 街道 沿 い の 霊場がある｡

6) 東北日本 には観音霊場が多く
,
西 日本 には大師霊場が多

い ｡ 観音霊場 の形状に適した盆地地形が東北日本 に 多く
,
大

師霊場の形状 に適 したなたら かな山地ある い は島などは西南



日本に多 い こ と に よると考えられ る｡

7) 主 と して 中世には観音霊場が, 近til一に は大帥霊場が開創

された｡ 現代 に お い て , 薬師, 地蔵, 不 動 , 十 三 仏 なとの霊

場が新た に開設され , 霊 場 は多様化また大規模化する傾 向か

みられる｡

8) 神の]W られ る場は修行 の 場 て もあり, 霊場ともな っ た ｡

し か し神はときに 招い て 把る
一

方 , 仏 は石像なとと して 安置

される｡ 個々 の 霊地 とし てみたとき の 神は, 巡 礼する霊場 て

は仏 の 性格を′帯ひる｡ 霊場か開創されるとそ こ に は仏教的性

格か何
F
-j

'

-さ れ る こ ととな っ た｡

9) 観竜 , 不動, 地蔵, 薬師なとは真言系寺院の ほか , 禅 系

寺院にもま つ られた｡ 禅系 寺院も これら の諸仏を否定はせす,

開創 に あたり伝統的な信仰対象を術承 した ことか , 霊場に禅

系寺院も多い こ とに つ な かると考えられる｡

1 0) 現代 て は孟場 の 性格も変化して い るか, とく に 巡礼 の季

節か春 ｡ 秋 に限らす通年化し, また とく に週末に霊場を訪れ

る人か多 い こ とにあらわれる｡ この 背景 に は農業人口か激減

し, 農作業に規制されな い 人たちの 巡礼か増えた ことによる

と考えられる｡

本論ては主と し て 立地や分布 に1:T
'

目 して 霊場を分析 し, 上

宗一己の よ うな成果を得た｡ たた し, 霊 場 を成り立たせる巡礼 に

つ い てrf
l

l]接的 にしかふれ て い な い ｡ 民 間信仰 て もさまさ まな

神送 りて は人 々か歩き回 っ て 神を移動させる｡ 祭 り の 日 に は

多く の 人 々 の集団に より, 神輿が渡御し, さ らに は各地を巡

幸する｡ すなわち神は移動 し, 神を移動させる人が い る｡ 霊

場 も季節行事として集匝7 T 訪れ るが, それ は民間信仰や神社

祭1lfu に 類似する｡ 霊場 はそれらから連続的なも の と捉える こ

とかて きるため, そ う し た人 々 の 行動 の 分析が必要で ある｡

たた し
,
近年増え て い るよう に日時を問わな い 個人的な巡

礼 であれは, そ うした民間行事や祭絶とは異なる こと になる｡

また依代 に降臨したり, 人 に億依 したり, とき と し て 人 の前

に現れ る神で あれは , そ れ らを巡礼する こともなくなる｡ ま

た西方浄土 の仏 てあれは , 各地を訪ねるま てもなく西方 に 臨

めはよ い こ と に なる｡ そ の た め霊場
･ 巡 礼 に は, 不 動 の神あ

る い は地九 の仏 , そ の 二卜地 に密着した固有 の性格を有するも

の が潜在 して い る｡ そ の た め人 々 の観念 の 分析もまた必要て

ある｡

なお 霊場 に は三-† 三 , 八 十八なと の 札所番号かふ られ て い

る｡ 実際の巡礼は必すしも こうした順番に規定されるも の て

はなく, 開創当暗と現在とで は大きく異なると考えられる｡

こ う したも の の実態や , とく に 統計に現れにく い 零細規模 の

霊場 の 調査は今後 の 課題 てある｡
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